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.

い
ぼ
|
¥
單
純
に>;

:

當
款
礤
手
形.
を
取
別
所
に
於'.
$セ
寶
却
^
^

#̂

/ 

. 

. 

. 

.
•

^
レ
-
汸
紀
滅
、-;
,
外
國
か
ら
商
谣
轍.
入
を
#
心
、：
愛
挪^
§
谤

手

形

龙

需

要

す

る

：_

久

商

べ
ン
尹̂
ク

ゼ^
聂

^
ル
2
/
タ
：ア>
馨

理
^

i
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K
H
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べ
シ
デ
彳
ク
セ
ン
及
び
于
ル
シ-
ュ
タ
ァ
の
爲
置
論
：
 

• 

§
. 

G
D

IIa

V
:
:そ

れ

故

へ

賛

易

：

®

^

て
：
關

ぬ

の

持

た

れ

浴

0

B

金
.兌
換
.の
.能
否
^
は
な
乂
巧
箪
ぬ
爲
替
相
場
な
の^
あ

る
0̂
所

が

金

本

位

國 

間

.に

龄

い

：

て

ば

、
：
ii

替

相

場

：

が

殆

ん̂
固

定

我“
各

國

貨

幣

が

金

^

兌

換

さ

れ

る

た

め

に

:;
.
>
金̂
貨

幣

と.が

^
^
.
せ

ら

れ

：：.

金

は

國

際
 

亥

拂

手

段
®

あ
：
る'4
1芬
4

誤

：
っ.た

見

解

が

ぶ

流

率

名

；
に

.至

0

た
0

で
^

る
，
而
-%

斯
バ
の
如
含
；見
解
栻;.
"
>猶
際
收
支
.の
逆
調
.が
金
流

朋
‘か-v

な
■る
で.
あ

ら.
う
：

o

,

'(

4〕
.G

e
ld

 

I

 . K
a
p
ita

rs
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4
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.

然
ち
ば•
彼
^
;

ー
國
際
交:̂ -24
に
■
け.
る
金
T
謝
し
て
、
加

何

な
.̂
意
義
を
附
興
せ
ふ̂

し
て
ゐ
る
か
？

こ
の
點
は
、
前
に
述
べ
た 

所
の
、
■.

^
^
:-
«

:«
:<
?:
9
相
違
か
ち
自
ら
明
か<?
:
な
る
0
で
あ
る
が
、，
之
を
も
ぅ
少
し
具
體
的
に
、
彼
の
所
說
を
追
つ
て
述
ベ
ょ
ぅ
。

通
'-

^
世

人

.̂
國
際
獨
'に
於'̂
:̂
金
の
輸
送
が
、
貨
幣
の
輸
送
で
は
な
く
て
、
商
品
の

.
輸
送
で
あ
る
こ
と
を
、
看
落
し
て
ゐ
る
。
又 

嗓
が
鑄
貨
の
形
策
龙
採
あ̂
と
、
^
塊
の«
態
を
货
&
巧
^
、.
或
は
そ
れ
が
镑
金
貨
で
あ
ら
ぅ
と
余
加
エ
-
で.
あ
ら
ぅ
と
、
そ
の
事
は
、 

商
n
nn
と
^H

の

盡

に

そ

れ

の

阈
！！

m
^
勘
定
に
.及
ぼ;̂
影

響

，.(
€
.
と;0
て
は
、
..全
く
相
違
す
る
も
の
で
な
い
.こ
と
を
、
看
過
し
て
ゐ
る
。 

獨
逸
金
謂
令
輸
久
す
る
英
吉
利
商
人
が
考
慮
す
る
ネ
の
漱
ノ
支
挪
芽
段
义
し
て
の
特
性
如
何
で
は
な
く
ゝ
寧
ら
金
純
分
の
如
何
で
あ
る
。 

併
L
そ
，の
際
往
遺
す
べ
き
は
フ
金
輸
送
の
顧
す
る
所
は
ノ
貿
易
勘
定
の
上
か
ら
み
义
と

’
不
足
分
の
支
拂
と
去
ふ
こ
占
で
は
な
く
て、. 

輸

:-
w
な
の
で
あ
るo
而
の
諸
商
過
の
輸
出
と
同
樣
に、
‘輸
出
领
め
爲
替
狀
態
を
順
調
方
ら
丄
む
る
に
役̂
つ
商
品
輸
出
な
の
で
あ. 

.
る
。
^
に
於
い
て
、
若
し
金
■
通
が
ぼ
拂
で
な
い
と
す
れ
^

輸
出„
の
不
足.
に
對
し
て
，
何
等
の
吏
狒
が
行
は
れ
ぬ
て
と▲
な
るo
併

し
ざ
ぅ
し
次
觀
方
は
_

0.
て
ゐ
；る
0,
で
4
つ

て
;;
'
'吾
々
は
、
ー
何
人
が
像
播
者
で
あ
り>

^
人
が
像
權
渚
で
あ
る
如
、-3
4

そ
の
場
合
國
は 

如
何
な
る
立
場
に.
在
：る
加
を
、
知
ら
ね
ば
允
ら
ぬ0
.
.
.

即
ち
何
れ
の
場
身
に
；も
、
..，
倩

權

債

務S
農

事

者

は

個

人

で

、
あ

つ

て

、
國 

艰
に
個
人
め
立
墙
か
ら
み
て
支
狒
と
な
る
金
輸
送
を
ぱ
*,
國
に
^
當
嵌
め
ょ
ぅ
と
す
石.
‘な;6
>
ぱ-
^
れ
は
誤
謬
と
言
は
ね
ば
な
ら
ぬ0.

要
す
石.
に
金
：は
、
;#
に

用

意

さ

办

ズ

ゐ

滿

輸

出

商

品

；
で

あ

：る

0
そ
0
霸

は

姻

人;0
牯

事

で#.
0
、
：'1:
定.
の
.
爲

替

相

場

に

際

し

て

利 

用
さ
れ
る
も.
の
で
.，あ
,^
.0
而
し
允
自-
的
に
爲_
替
に
影
響
を
及_
ぼ
す
の
'で
あ
つ
て
、
若
し
金
輸
出
が
均
衡
囘
復
に
十
分
で
あ
る
な
ら
ば
、 

爲
智
;;
^
場

:;
^
奋
*

:8
點
內
に
維
持
せ.
ら

办

杏

：奢

し

外

國

(0
牘

賺

％2
3
1
_
凇
處
分
し
得
る
ー
金

*
|
5
以

上

に

出

づ

る

な

、
ら

ぱ

,-
'':>
;

爲

替

^

落 

を
招
來
し
、
證
券
及
び
商
ロ|
の
輸
出
杧
對
し
て
、
プ
レ
ミ
ア
.
ム
を
與
へ
る
結*
と
な
る
。
從
つ
て
金
は
、
言
は
ヒ
爲
替
防
禦
.の
一
手
段 

と

な
:?
>
の
で
あ
る0, 

.

"
•

に
角
<^

霞

避

は

、%

薄

靡

で

麻

な
-'
'<:

ナ
#

國
に
對
す
石
新
ふ
*
龙
孕
形
女
獲
得
す
る
の
装
礎
と
な
る
に
過
ぎ
ぬ
の
で
あ
る
。 

f

 
|
1
^

水
ば
-;-:'」

金
'^

送
^

】

窗
0

掘
際
^

吏
^

態
^

改
善
に
導
^

め
释
涔
れ
が
外
國
は
於
：
”

0 
■:

.
運

；や
蓄
猜
:<
!:
苦
：ふ
名
の#
、.
»
摩

外

國

に

對

す

蠢

在

的»
權
で
泰 ̂

,
, 

^
■:
':
'

r

へ-

g

r

:

s
,

 — 

：

- 

ハ
ダ
ー
.
f
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.
J
:
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;

ソ V
::

:
•&
上
、̂

v:̂
メ
''

>
卞
夕
;<
0
顏

際

：攻

易

±

圮

激

け

羞
 

魂

察

麓
■•

成
れ
其
;^

石.
*E

|

は
れ
石
务
^

ヤ
多
名
, °
: -

赞

：̂

)

虜

セ
:*

■

環

逮

熟

：
■

咐

講

論

證

明

げ

名

_

嘈

囔

雜

彌

：
し

_

義
_

移_
,

.
|
篛

忆

は

债
_

務

：

パ
ダ
デ̂

->
产
ン
：参
.*
>
%
>
>
ヴ
の
|

替

理

璨
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>

5

>

セ
シ
：.及

芝
>

レ

著

：ア.め
^
着
理
输 

進n

S

C
三
八)

屢邋前跫で

.

何

艿

馨

變

領

者

飧i

. i
l>
t

社
會t

M

對
給
付

後

廣

妙

る̂

利
を
有
し
て
，ゐ

る

か

:6
>

で.
令
る
::
:
0

こ
:0.

,
/
_

-̂

國
際
現
象
忆
移
す
#
^
ば
::
,
>金
%

貨
幣
の
--
'';

》

_

^
^

か
ザ
::
:-
何

み&
れ

巧

金3
亦
!«
,

の

衆

象̂
な
;|
)
'#
,
飞
0%

奮

艰

ぁ

：摩

：又
爲

こ
れ
^

た
看
®

外f

に
於
け
る
反
衡
給
付
の
：表
象
で
ぁ
る
か
&

で
ぁ
：る0
併
し
な
が
ら
べ
ン
デ.ィ
ク
セ
ン
に
在
つ
て
は
、.'
價
値
單
&
の 

.何
で
^

る
- ^
_

激
國
：の
：禮
律
の
狹
定
す
；备

蒙

衫

、
'
貨
幣
制
度
は
國
搏5
.

荽

_

さ
れ
る
も
の
で
ぁ
る
か
ら
、
馨
手
杉
は 

::
»

欠
當
該
外
國- 0

嚷
幣
%

代
歲
; ^
^

^

>

0に
，過
ぎ
ず
.'
'
-
.
>又
金
%

阈
際
潜
叩
の
“

種
^

外
な
ぢ
ぬ̂

^

ぁ
る
-:
0
リ̂

の
意
味
に
於
い
‘で
彼
に

在
り_

ハ

猶

ほ

淳

ッ

塞

：戰
律
韵
觀
察
の
殘
猙
遙
め
著
.
^
が

 

,
::
_

?

'

■:
:. 

.
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f
-
'
c 

て
1
1
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篇
;#
相

場

の

決

宠

原

因
 

.
1

っ..
：
-'
':..
:.
::..
=

へ
.；
.
:,
:
:
'
-
.
.
ぐ

 
7
ぺ，
：

',
■■■
■-,

:•■
•(
：
.;■
..
' 

.-
■
ン 

.
'
0
:
;..
.1.. 
..... 

.

■:,

.

ソ

更

龙

問

谓

を

纖

^

'

ぺ

.:
-

ア
ィ>

 ̂

國
際
貸
借
說
が 

如
何
に
取
谦
は
れ
て
ゐ
る_
か
、

の
點
：に
觸
れ

(

ょ「

ぅ

尸
：
；
；..
',

旣
に
前
-1
C.

述
べ
た
！5
fc
;J
:

々
、ハ
ベ
ソ
デ)

夕

;^

ン.
は
、(

1
〕
；

一
國
本
想
價
値
は
、•
爲
替
手
形
の
相
場
に
現
は-
れ
る
之
と
、0

一)

爲

，替
乎
^.9

相
場
は
、'
そ
れ
に
着
げ.
る
需
要
潘
漱'i
c
'A
o
て
決
定
さ^
る

と

今(

1
6爲
替
手
形
</

>-
需
耍
供
給
$
大
-#
さ

並

に

其

均

衡

關

係
の
如
何
は
、.
國
條
徵
突
勘
定
ホ
依
莽
す
る
も
の
で
あ
名
と
と
、

(

;.
©)
金
の
輸
鸯
は
要
す
る
に
商
品
：の
輪
出
入
な
の
で
炎
る
か
ら
、
い
そ

め
意
脒
に
，
い
て
觸
際
收
支
勘
定
に
影
囀
し
、
從
つ
て
潙
替
湘
場
に
關
係
を
有
七
て
ゐ.る
こ
と
、'ヒ
れ
等
の
見
解
を
持
し
て
ゐ
る
^
七

が
示
さ
れ
た
の
：で
あ
る
，が
V

更.
馬
彼
は
>.

續
い
て
次
0 '

如
き»

明
を
加
へ-
て
：ゐ
為
げ
;:
:
:
-:
'

-

:

,

,金
本
位
制
度
の
伟
在
し
な
い
場
合
に
，は
、i

の

價

値

を

決

定

す

る

：も
，
の

が

、
，
國

際

收

支

勘

定

の

：
動

搖

狀

態

か

.ら

生

ず

る

所

の

爲

替 

相
場
の
み
，で
あ
る
と
沄
ふ
こ
，と
が
、
.
音
く
明
瞭
に
汞
さ
れ
る
？
こ
の
場
合
に
は
、

.
：爲

替

相

場0
騰

貴

及

び

下

落

が

金

輸

送

.
に

ょ

つ

て

何 

等
の
限
界
を
與
ヘ.
ら
：れ
な
い
：の
：ヤ
あ
る
か
ら
、
.
貿
易
は
手
形
の
先
物
取
引
を
通
じ
ゼ
：、
爲
替0動
播
を
囘
避
す
る
必
要
：が
あ
る
。

Z
.
の
事
を
'ば
別
の
'
部
面
か
ら
：み
る
i
i
 

I

國
爲
替
相
場
を
高
位
に.
維
持
す
る
に
は
：、
、：
#

等
金
屬
本
位
と
金
貨
の
使
用
と
を
必
要
と
せ 

ぬ
こ
と
，で
あ
る.

.:
°

旣
fc

輸
入
に
匹
敵
す
る
順
調
の
輸
出
が
あ
り
さ
へ
す
れ
ば
、
足
り
る
の
で
あ
る
。
一
層
正
_
に
言
へ

ば

、

順
調
な
國 

際

收

支

勘

定

さ

，へ
あ
れ
ば
ょ
い
の
で
あ
る
。

尤
も
そ
の
：場

合

、

.

對
外
信
用
關
係
の
如
何
も
'考
慮
に
入
れ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

:

ぞ
れ
故
^.

、'..
輸
出
ど
輸
入
と.
が
理
想
的
な
均
衡
狀
態
に
在
れ
ば
、
爲
替
相
場
は
雾
：

3

て
‘
ゐ
る
赞
で
^

る
'
勿

論

斯

る

絕
對
的
の
均 

衡S

あ
b

得
る
知
の
：で*

ぐ
-

相
場
表
：

c

示
*

通
り
、
'
 
絕
ぇ
ず
動
搖
が.
繼
續
す
ふ
O
V
然
も
ば
.斯
く
の
組
ぎ
變
動
に
對
し
て
最
大
眼
度
鴕 

©

め
得
ら
れ
石
か
と
茕
ふ
に
、.
理
論
上
ヤ
は
そ
れ
は
不
可
'
能
の
ー
こ.
と
で
あ
る
'0

併
し
な
於
ら
實
際
^ :

で.
は
、
.：：斯

る

變

動

の

振

幅

於

無

限 

で
叙
る
_

で
は
な
い.
？
何
と
な
れ
ば
、
，輸
入
激
# .

の.
結
果
爲
替
相
場
於
低
落
す
み
と
、〗

輸
入
は
#

採

箅
上
騰
の
爲
，に

殆

ん

ど

停

止

し

ょ 

ぅ
と
ず
る
。，
換
言
す
れ
ぱ
一.
方.
で
は
輸
入
が
必
然
抑
制
を
受
け
る
に
皮
し
て
、
他
*

や
比
輸
出
於
非
常
な
刺
軟
を
受
：け
^:

か
ら
で
‘

る
。.''(

'1
')

/
:

パ：，
,
,
.■
'

■

.

,.

ぺ
即
ち

：

此

等

の

解

說

に

：
よ

づ

て

、
ぺ

#
奮
替
相
場
の.
：決

定

原

因

怒

國

際

裴

勘

定

に

.
着

、«
際

收

支

；
の

狀

熊

變

化

が

べ
^

デ.
ィ
ク.
ャ
シ
及
：び̂
:

ル
：シ.'-
?:
タ.
ア
の
：爲

替

霸
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ぺ
：ン
デ
，イ
ク

.
セ>

及
淨
エ
：ル
彳
ユ
'
タ
ブ
の̂

0

馨

し

：む
％

の
へ
で
あ
：苓

が

、

又

爲

替

相

場

；の

_

動
も
逆
。達

際

收

吏

を

_

整

ず

る

£:
と.
を

認

笔

.ゐ
る

し
な
：が
ぢ
y

以
上
は
寧
ろ
彼
.
の
；消
栩
的
主
張
と
で
も
言
ふ
べ
：き
も
の
で
あ
つ
て
、
別
の
個
處
に
於
い
て
ほ
一
曆
積
極
的
な
主

張

を

試

み

 

て
ゐ
'る
こ
と
が
、
見
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
9
:

:

即
ち
f

ダ
ザ
：ン
0 :

見

解

を

批

判

：ず
る

'
蓄
.
つ

卷

で

お

る

。「

爲
#

相
場
の
騰
落
が
國
際
收
支
勘
定
に
依
存
し
、
國
際
女 

支
勘
定
0;

书
要
ん_

が
輸
出
入
關
係
で
言
<*
:-
会
€

#

味
、
金

水

依

阈

柑

互

間

に

安

當

す

る

^

其

本

依

を

貴

金

填

に

結 

付
げ
で
居
ら.
ぬ
國
に
對
し..P.
も 
>
 
爱
當
性
を
減
^

各
も
の
セ
な
v>
o
:

實
際
家
は-

:

爲
替
相
場
が
國
際
收
支
勘
起
'(

及
：び
そ
：ル
の
發
M

を 

0

檩
と

す.
る
投
機)

^

の̂

依

孩̂:

る
と！

其

ふ

證

に

於

い

：て
、
自
明
の
；理

.
此
上
0

何

も

の̂

レ
見
出
し
得
な
い
で
あ
ら
ぅ
Q」

(C
O

「

缞 

返
し.
で
：言
ふ
が
”
外
國
爲
替
相
場
：
_

た
ぐ
國
際
收
突
勘
定
及
び
そ
れ.
の
：̂
:

の
發
M

を
旨
標
と
す.
る
投
機
だ
け
の
結
栗
で
^

る
。「

?

V.

茲

に

洼

意

ず̂
き

：は:'
:,>::彼

：が

爲

替

相

場

の

：決

定

原

囪

を

求

む

：る

^
當
つ
：て
、
國
際
收
烫
勘
定■の
他

.
に
 
> そ
れ
の
將
來
の
變
匕
を
目
標 

と

す

る

投

機

を

附

加

し

た

と

沄

，ふ

'&
とP

あ.
る
：0:.
勿

論

ご0 :
■
#
、
投
機.
は
阈
際
收
茭
狀
態m
影
響
を
及
ぼ.
す
、一
要
因
な
の
で
あ
る
か 

ら
、•
之
を
以
て
In
元
的
解
釋
を
下
し
た
と
：
1
$
譯
に
は
行
か
ぬ,0
文
：彼
が
右
の
所
說
を
執
筆
し̂

の
；は
、
獨
逸
大f

Co
.
イ
ン
フ
ラ
ー
ァ 

ィ
オ
シ
の
開
始
さ
れ
た
當
時
で
.
あ
"つ
た
：
.
の
だ
か.
ら
、
：國
際
收

:%
Q
 
.で
あ
ち,

。-
が
併
む
、：彼
が
之
を.
附
加
す
る
^

至
‘
つ
た
^

ー25
:
:
ふ
:£
'<
?:
« :

ノ
擊
相
場
.
の
：決
定
原
因
と
、
其
變
動
の
豫
测
條
件
と
の

間
に
係
す
る
相
違
を
ば
、
明
確
に
す
石
所
が
足
ら
ぬ
爲
で
あ
名
4
"
言
从
得
乃
^
思
飧
れ
石
$
^
#
る
,
.;
:

..... 

• 

- 

 ̂

.
!
• 

V
. 

ノ

':
,
 

•
.*.
:
.

.:

旣
に
彼
は
前
述
<2
>

如
:<
]

に
,,

>
:

獨
逸
戰
後
の
；實
狀
ぬ
照
應
4

て
：：
.『

投
機
1

ぬ
觸
れ
ざ
名
を
得
な
か
つ
た
0

で
あ
あ
が
.-

>

^

ら
ば
、
；
マ
，
ル 

タ
の
ィ
ン
フ
'
ラ
テ
;̂

オ
女
當
時
祀
現
は
れ
龙
猶
々
；
の
異
說
に
對
必
：で
：、

.
：‘：如

何

な

石

批

刺

を
&

し
'た
で
あ
ら
乃
か
？
，」

茲
で
は
そ
の
ズ
、
. 

ニ
^

擧
げ
る
こ
^

ト
し
，て
、
：：先
づ
信
市
說
：に
對
す
名
彼
00

見
解
を
間
か
ぅ
:9
:
'.
,

;
.
,
: .,

-;
:

'パ
：
：.：

：：
：

- 

,

大
戰
の.
結
果
獨
逸
が
金
本
位
制
度
を
停
止
•
し
、
マ
：ル
タ
が
.異
常
な
動
掎
に
委
せ
ら
れ
る
や
、
舊
來
の
爲
替
理
論
は
之
を
解
明
し
得
な 

い
も.Q

,

と

觀

：

ら

れ

、

：，

マ

，

ル

.

ク

相

場

を

.

決
定
す
名
も
の
は
國
際
收
外
國 

.
が
獨
逸
の
邂
濟
狀
顧
允
對
1>

て
置
く
所
の
顧
認
の
程
度
-^
;爲
替
相
場
に
現
は
れ
名
の
だ
と
言
ふ
の
で
あ
る
。
こ
の
見
解
は
殆
ん
ど
一 

般
、爱
财
容
れ
ら
^

へ
爲
簪
別
上
の
手
殺
は
金
準
耀
の
確
保
に
在
念
み
と
主
張
せ
ら
れ
た
严
ゥ
ら:

■,.:

.•
•

■:

::

.

固
は
り
信
用
^

亦
ク
爲
替
别
上
^

役
立
ち
得
义
も
の
：
.
で
あ
^

ぅ
0

哳
土
孜
が
-.
6>
役
立
つ
も
の
は
^

現
實
に
#
用
取
引
に
ょ
つ
て
實
调 

さ
れ
ぶ
.信
用
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
つ
て
、
單
に
好
評
を
博
す
る
と
宕
ふ
意
味
:(
2>
信

用
:̂

は
な
い
'6

ハ
換
言
す
れ
ぱ
.、
.
マ
ル
ク
相
場 

に
現
社
れ
名
も
のt

r
:

外
國
が
獨
逸
に
對
し.
て
：置
く f

斷
如
何
で
は
'̂

く
て
、
寧
ろ」

外
國
が
獨
逸
に
®

^

て
な
す
實
行
如
何
で
あ
る
。
- 

そ
のa

味
で.
は
、
：外
國
の
信
用
が
マ
ル
ク
相
場
の
決
淀
に
共
に
作
用
を
及
ぼ
す
と
主
張
す
る
の
は
、：
必
ず
し
も
誤
り
で
は
な
い
。

''

法
り
な
が
ら
、«

用
は
國
際
收
支
勘
宛
法
观
人
で
'

同.
筹

？
決
定
原
因
た
る
：她
瓶
を
：占
め
る
：、
：

^

萁
ふ
の
は
、誤
_

で
あ
る
0

何
と
な 

れ
ば
、.：
外«

が
信
用
で
商
品
の
供
給
を
な
す
場
合
、
脚
ち
對
領
給
付
が
延
削
さ
れ
;;

^

場
冷
に.
は
'• 

>:

れ
は
、
.國
際
收
支
勘
定
を
ば
獨
逸

ベ
ン
デ
ィ
ク
セ
ソ
及
ぴ
エ
ル
シ
ユ
タ
ア
の
爲
替
理
驗 

诋

五

(

六
四
”)

：
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5

、秦

利_

含
_

化
■

霉

揉

女

、
虜

し

：
て

ゐ

.
る

■

翁

.猶
用
は
マ
先
■

際
收
支
.着
 

袭

砮

％
:
凇_

^

摩

興

ふ)

名

猶
r
ぬ
：の
で
:̂
定

を

似

^
獨
究
の
#
響
ぁ
，る
要

 ̂

.
:
*.
“

，
.

：

，
.
.
,.ぐ

，

.

.

，

'

:-
”

，
：
：

.

V.

盤
す
I

*
:

國

際

漤
■

產

與

し

，て
影
響
女
も
ジ
多
機

.
の

條
:#

の.
中

で-

自

國
匿
邂
濟
_

及

窺

行

肷

態S

し
て
.外
國
の
置 

X

判

斷
■

'

勿

論
■

產

割
i

s

る
冬p

5

t

o

,
併
し
そ
れ

味
诞
於
い
杰
油
接£
篇

劁

そ

果

す

も
,(
0
彥

る

。
斯
く
の
如
溥
間
接
に
信
用
允
影
響
す
.

舊
.
幾
多.
存
ず
る
の
で^

S
:Q

倐
肿
は
、
：國
際
啾
支
動f

變
化
I

動
f
 .4  

 ̂Q

み
I

に
人
看
來
る
も
の
で
ぁ
る
に
拘
ら
ず
、
：之
を
以
て
爲
替
相
場 

冷
形
減
に
對
汴
名
本
源
酌
原
因
と
認:1
>
る
の
ほ
、
^
_
で

ネ..
:|
)
、.
混
淆
で
ぁ
る9
.智

ド 

I 

A5
V 

1

 o
«
s
^
8a.
o
- 

w- 

s
.

\
 

. .- 
!
 

■ 

, 

. 
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へ
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'
.
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:

:
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:
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-
然

ら

ば

，
爲

替

理

論

に

-u

っ'
て.一:

層
重
要
な
物
價
と
爲
替
-4
:
の.
：關
係
に
就
い
て
、
ぺ
ン
デ
ィ
ク
セ
ン
は
如
何
な
る
見
解
を
採
って
ゐ 

I

美

ふ

に

、
之

を

端

的

：に
表
は
せ

'
ば
、「

外
國
に
於
け
る
爲
替
相
場
が
、■
直
接
自
菌
の
物
價
水
準
に.
io.

て
影
響
を
受^
^

こ
と
は
な
いo

._:

又

獨

逸

國

民

が

其

倩

奪

金

，で

5
,

ふ
幾
は
紙
幣

で
支
拂
本
か
.と
繁
問
題
に
よ
っ
て
、
影
響
臭
け
る
こ
^
も
な

い」
O

0
O

と
言
ふ
の
で
あ
名
。
•で
は一

體
彼
は
、
物
價
と
爲
替Q

間
に
？

る
關
係
を
金
然
不
問
に
附
す
る
こ
と
、
ゴ
ッ
、ンH

ン
-
ク

ザ
ツ
フQ

如

基

身

堂

I
s

、，：

決.3

て

灣

で.
装

い
o
こQ

點
:̂

就5
て
，
#
荽

Q

如
き_

を
持
つ
て.
ゐ
る
。

:>'?
v

..̂
shruhgspolitik  und

o-.eldtheorie,  :S
.167..  

へ
.

：.
；：，；：...
：

」

：
：..
'

,
::.

元
來
潙
替
相
場
は
、
あ
ら
ゅ
る
價
格
と

同
樣
に-

價
格
競
哔
の
結
果
な
の
で
あ
名
か
ら
、
國
內
物
價
.が
爲
替
相
場
を
決
定
す
る
と
云 

ふ
'！
)

1
,
フ.
■マ
ン
の.
卿
論.
の
伽
き
狀
、
結
屑
、..
國
際
手
形
取
引
に
於
付
る
賣
手
及
び
買
呼
の
判
斷
に
對
し
て
、
物
僩
：へ..
の
關
.心
が
重
要
な 

地

位

を̂

め
る
、
.
と
一
}
1
ふ

こ
;̂
---
'5:

意
味
す
る
こ
と
\

な
义
0.

艰
:1.

て
さ
3

吆
す
る
^

、
該
手
形
の
引
宛
國
'
に
於
；け
る
物
價
の
高
位
及
び 

騰
*
は
、.--
;
外
顿
手
形
市
場
'に
於
け
义
當
事
者
を
し
て
*
ょ
^
安
値
の
_
出
^
ょ
：り
少
き
需
要
を
爲
さ
：し
む
る
昝
で
あ
る
？.
嚷
れ
に
反
1 

て
、
，
當
該
國
物«

の
'低
位
及
び
低
落
は
右
と
反
對
の.
：影
響
を
生
ず
る
喾
で
あ
る
。

一
曆
芷
確
に
言
へ
ば
、
問
題
に
な
る
の
は
一
國
の
物 

價
の
絕
對
的
運
勧
で
は
な.Y

、.

外
國
と
自
國
去
の
間
に
於
け
る
物
價
變
動
の
相
對
的
關
係
で
あ
る
か
ら
、
手
形
取
引
の
當
事
者
は
、
外 

彌
雜
び
梵
自
國
'
め
物
價
運
動
を
共
忆
考
爐
に
容
れ
な
け
れ
ぱ
な
ら
ぬ
窖
で
あ
る
:0

!:
'
;
ノ
 

.

若
し
以
上
め
C
^
が
瀋
實
办
あ
る̂

す
れ
ぱ
、
疑
ひ
も
な
，く
關
係̂
&

之
^

意
«

し
て
.ゐ
教
け
れ
ば
な.ら
ぬ
普
允
あ
る0
:
:
:
;
^
;
渚
は
、 

無
意
識
の
理
由
か
ち
矹
胄
お
め
，申
出
を
變
更
せ
ぬ
窖
.で
あ
る
。
そ
こ
で
斯
か
る
論
點
は
事
實.の
確
證
に
ょ
つ
て
決
し
得
ら
れ
る
の
で
あ 

る
が
-'

此
截
:0

問
題
.に
經
驗
あ
名
商
人
は
、1:體

何
と
答
へ
る
で
あ
ら
ぅ
か
？?
:)

惟
ふ
に
、
そ
れ
に
對
す
る
解
決
の
鏈
は
、
手
形
を 

ぼ
購
買
手
段
へ(

K

a

H日
i
t
tV B

と
：し
て
V

は
な
く
、
支
拂
手
段

(
z
a
h
l
u
n
g
s
m
i
t
t
e
l
)

と
し
て
取
® ;

ふ
と
S

ふ
こ
と
で
.あ
る
。
買
手
が
チ 

形
を
取
得
ず
义
の
技
：

「

外
國
霧
を
以
.て
齒
品
の
買
入
れ
を
行
は
ん
が
た
め
で
は
な
v>
P
#

ろ
其
倩
務
を
支
拂.は
ん
が
爲
で
あ0
'て
、 

其
手
形
を
以
で
如
树
に
多
<
变
は̂
<

_

ひ

得

る

か

と

 

一

g

ふ
；こ
と
は
、
其
買
手
贮$

て
關
係
の
：な̂

.&

とP

あ
名
;:
0
:
,
即

ち

自

國

と

外 

國
4

の
間
に
於
け̂

物
價
關
係
の
：如
何
は”
其
人
の
エ
較
に
關
心
す
る
所
で
は
なv>a
'特
杧
彼
め
取
扱
ぶ
商
品
に
就
い
弋
の
み
關
心
淹

，ベ
ン
デ
ィ
タ
セ
ン
及
び
：

H

ル

シ

，ユ
タ
：ァ
の

.

爲

替

.理
論

 

茧

七

(

六i
l

l
j

)



ベ
：
ン
デ
イ
ク
セ
ン
及
び
十
ル
シ
ユ
タ
ア
の
爲
替
理
諭
'-
S

八

(
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四
四
；>

洧
つ

o

で
あ
つ
て
ダ
爲
替
相
場
を
蒋
慮
し
て
コ

< 

ス
ト
と
利
潤
を
計
箅

_

し
'
;'
;

'

以
で
取
引
を
行
ふ
か
否
か
を
決
裹
る
の
で
あ
石
？
そ

t

J C 

忙
，
> A
S

が
.

爲
替
金

»

譽
す
る

.

の
は
4
そ
れ
を
以

.

.て
；諸
商
0§
を
貢
は
ん
が
爲
で
：あ
认
，
旦
つ
爲
替
取
引
に
際
し
で
，
爲
替
相
場
は
內
ト
國 

に
於

I

物

價

羞

變

動

1

關
す
る
判
斷
に
ょ
つ
：て

.

影
響
さ
：れ
る

J

美

I

方
は
全
然

i

活
に

#

在
t

い
.

こ
と
で
、

事
態
を 

逆
倒
せ
：1>

む
.

參

0
で
於
る
0' 
3

.
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” 
一

要
す
^

荩
，
：：國
內
物
價
が
高
位
に
往
る
か
低
位
に
在
.る

加

释

：
：：
疋

常

時

に

於

^

て
は
輸
出
を
促
雄
又.は
，抑
制
し
、_以
'て
外
國
宛
の
.手 

形
f

給

秦
I

f

 

■
少
す
る
§

 

t

が
>

で
の
事
態
は
他
のf t
要
因
と
相
俟
つ
てI

I

靈
の
上
に
現
は
れ
、
.而
し
國
際 

收
吏
の
：結
课
藤
っ
て
手
形
の
相
場
狀
態
が
形
成
衰
る
の
で
ぁ
：る
:;
:
°
慈

：■
•■
'
■
:
,
:
.
:」

：，
：

：'
 

:X,
,

^

9
V

 

H
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 ̂

* :

■

:

:

'
:

.m

上
に
ょ
項
吾
■

，
物
價
の.
爲
替
相
場
湯
す
る
關
係
並
ぬ
そ
：奮
響
波
及
の
過
程
^

關
す
る
パ
ン.
デ
ィ
ク
ゼX

.

の
.見
解
を
考 

察

.'
1>
た
,;
?

次
に
独
は
、.
爲
替
相
場.
か
ふ
物
價.
に
及
ぼ
す
影
響
に
就
い
て
、'
如
何
な
る
«
'

釋
''-
$:
爲
し
て
ゐ
る
^

を
觀
ょ
ぅ.
0
, '
...

，.
，外
國
爲
替
が
勝
貴
ず
る
場
合
？
或
は
；

'|.國
本
位
(0
價
値
が
低
^
す
石
^

§

て̂

同
: ^

こ
の
場
合
，
當
該
國
の
物 

價.
は

：
爲
智
湘
場
の
運
動
に
從
っ:*
'1
動
卿
:̂
騰
^
す
义
'%
の
で 
'は
狹
し
な
ぃ0>
直
接
且
0 .
即

時

に

爲

替

相

場

に

，順

藤

疒

.
る
も
の
は
、.
 

輸
入
谪
ロ
選
舡
谊.
ち
；故
輸«
し
與
る
插
ロ
叫
の
み
で
ぁ̂0
:是
れ

肥

反

し

て
,'
顧

灼

に

游

ャ

て

生

產

さ

れ

且

っ

消

費

さ

れ

る

貨

物

及

び

縣

佬
勞
務
は〜

猶
ほ
長
义
舊
價
格
を
天
體_

持
す
る
の
セ
あ
る
;0
'
茲

：に
於
い
^

、
輸
出
エ
業
及
び
輸
出
農
業
に
對
1>
て
ク
大
な
る
利
潤
の 

見
^

が
^

ず

；
る

.
。

L

何
と
な
れ
ば
、i

輸
出
業
背
は
1

產
物
に
對
し
记
、〔

價
値
高
き
外
國
貨
幣
を
取
得
す
る
に
反
し
で
:',
»
-

方
生
產
費
は 

價
値
低
落
^

た
自
國
貨
幣
&

ょ
り
、.

略
ぼ
舊
價
格
を
以
て
吏
出
さ
れ
る.
か
ら
で
あ
る
*;
9「

然
る
に
：輸
出
の
增
大
は_

爲
替
の
騰
貴
を
招 

來
し
、
；爲
替
雲
が
髙
度
忆
達
ず
る
ぶ
、
：：繁
盛
な
輸
出
業
の
將
來
ぬ
暗
影
を
投.
げ
る
こ
と
、
な
り
4

貨
幣
の
新
狀
態
べ
'の
順
應
が
要
求 

さ

れ

る

.に至

.る
の
で
あ
る
:-
:
0(

4 0. )

.
,•:
:
•'
•

.
气

-:
:•
'
'
_•:
■
■
バ
 

へ 

.
'
.
.

(

10
0 
.
V
C
Q

〖

d
v
.
c
s-

、_
K
a
p:i
:
,
.
s
. 

4
6
,

yf

:

r

.

.

へ，
四

封!-
'-
:
'.
づ

丨
.

,v
_
:v
.

ノ 
'.

A 

A

'
•■

;

.

'

1

以
,h

述
べ
來
た
つ
た
所
に
依
り
ブ
ベ
ン
デ
ィ
タ
セ
ン
.が
以
て
爲
替
相
場
の
決
定
原
因
と
認
夯
る
も
0

は
'
、たi

,

.

1
0

國
際
取
支
勘
定 

の
狀
態
あ
る
の
み
で
あ
つ
：て
、
：金
も
信
用
も
或
は
物
價
も
:».
す
べ
：ズ
そ
れ
が
阈
際
收
宠
の
變
化
を
招
來
す
る
點
に
於
5

て
？
爲
替
相
場 

に
影
響
を
持
ち
得
ゐ
こ
>:

が
、
明
か
に.
さ
れ
た
こ
と
、
思
ふ
。
而
も
物
價
：の
爲
替
；に.
及
ぼ
：す
影
響
に
就
い
て
は
、
間
接
的
に
で
被
あ
る 

が
、

一
，
般

物

價

は

何

等

外

國

手

形

§
:

需
要
者
の
：考

慮

.
に
八
る
も
の
で
は
な
ズ
、•
そ
め
取
引
せ
ん
と
：す
ネ
特
定
商
品
の
價
格
が
目
標
と
な
：
 

名
こ
と
*>

並
に
爲
替
の.
物
慣
に
及
ぼ.
す
影
響
に
關
し
て.
も
輸
出
入
商
品
の.
價
格
は
爲
替
相
場
に
順
應
す
る
こ
と
を
容
認
し
，て
ゐ
る
の
で 

あ
つ
七
、:'
こ
の
：點
は
注
意
さ
れ
冗
然
る
べ
き.
で
あ
る
々
；.. 

”
.
■:
:

.

:

丨 

§

理
讎
に
對
す
る
見
解
が
被
に
以「

上
め
如
ズ
で
あ
^

^

セ
、
^'

ン
；デ.
イ>
 

女X

が
購
買
力
ギ
憤
說
&

1>

熗
1

0

態
度
を
と
つ 

.
て
：ゐI
f

こ
と
は
y

當
然
の
次
第
^

言
は
尨
ば
な
ら
ぬ
。
尤
も
彼
は
力
ッ
セ
ル
說
を
批
g

lu

て
^

る
が
、
そ
れ
は
カ

ッ
セ
ル
の
g

ff
i

の
論 

X

ン
デ
イ
クf

ツ
及
がH

ル
タ
ユ
タ
ア
の
爲
智
理
論 

五

仇

§

0

y

a



(

藤

六.)

然
ち
：襄

は

如

何

な

：盏

據

に

基

；芏

鬈

貿

力

平

懷

說
i

判
も
て
I

か
4

潘
过
換
1

^

^

め
聞
t

f
 

.

为
ゝ
ッ-
セ
ル.
は
，.
爲
替
相
場
め
變
勸
原
因
と
し
.

S
際
收
支
勘
^

之
を
流
通
手
段
の
增
大
か
ら
說
明
し
て
ゐ
る
。
而
し
て 

物

價

指

數

蠢

笔

英

吉

利

の

物

繁.準
の
騰
貴
を
計
算
結
局
そ
れ
が
_

爆
#
_

贏

蛋

年

ま.
で

霉

0
Q
か
ら】

五
九 

广

即
ち
菹
九
^
の
^
看

遂

げ_
.

と
を
見
出
:1.
、
：
而
し.
て
斯
る
：

『

英
吉
利
本
位
め
絕
對
的̂
§
.̂

屋

公

他

の.
す.
4
て
の
國
の
本 

位

に

：對

すI

斷
の
某
礎
と.
な
じV

ゐ
る
？
斯
く
の
如
き
立
證
は
：，
外
阈
爲
替
相
場
が
國
內
物
慎
水
準
を
表
示
す
，
と
沄
ふ
*
暗
默
の 

裡
に
前
提
と
さ
れ
た
假
設
に
寒
く
も
；の
で
あ
る
が
、
こ

.
の
假
設
は
遺
憾
な
が
ら
发
持
出
來
ぬ
も
の
.
で

童

，
.
と
思
^o

:'.

何
と
な.—

气

“フ 

ィ
ヒK

X

ン
ク

が
ょ
り
多
く
の.
金
免
換
を
實
行
し
た
な
ら
ば
.
ラ

^
-ヒ
ス

.マ
ル

ク
の
'外
國
£

け

る

馨

.
を

ぼ

實

際

ょ

衫

，も

高

く

に

_
 

持
す
る

こ

と
が
出
來
、
而4
國
內
に
於
け
る
流
通
と
物
價
水
準
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ

と

な

く

し

て

濟

ん

だ

，で

あ

ら

ぅ

感

ふ

こ

と

は

、 

何
人
^
否
定.
'̂
得
な
い
だ
ら
ぅ
か
ら
で
あ
る
。

■
兎
に.
角
力
ッ
セ
ル
は
、'
本
位
の
所
謂_『

對
內
債
値』
と
外
國
爲
替
相
場
と
の
間
に
直
接
の_

係
は
#

莅
し
な
い
に
も
拘
ら
ず
、
：こ
れ 

力
あ
言
の
i

見
誤
り
、
又
獨
逸
の
輸
出
減
退
が
如
何
に
マ
ル
タ
相
場.
の
：形
成
に
强
く
影
響
し
た
か
秦
ふ
ノ
す
べ
：て
の
尊
門
家
に
と 

つ.
で
明
力
な
る.
事
實
を
ば
霊
し
て
了
つ
て.
ゐ.
る
の
■で
あ
る
4

は
何
故
力
ッ.
セ
ル
は
斯
る
誤_

に
陷
つ
た
か.
臭

ふ

に

、
■そ
れ
は
彼 

.の
貨

幣

價

値理
論
か
ら
出
で
'
て
ゐ
る
の
で.
I

O

即
ち
彼
は
、一

.

般
に
支
配
的
な
i

經

濟

的

H

影

響t

貨
幣
價
値
な
る
も
の
存 

柱
を
容
認
し
、
：そ
れ
が
國
內
で
は
物
價
を
以
て
、.
，外

國

で

は

爲

替

相

場

を

以

セ

議

さ

れ

‘f

な

し

てf

'
ン
デ
ィ
ク
セ
ン
及
が
土
ル
シ--
タ
ブ
の.
爲
替.g

論

說
忆
對
し
1 :
^
ぁ
名
着
^
を
附
言
：レ.
て
置-
9̂
”
，：
ぉ

ル-

に,

れ
ば
本
源
：的
な
貨
幣
價
値
な
名
も
め
が
ぽ
在
し
、

：

そ
れ.
が
第
二.
義
的
杧
避
、
物
價
及
び
爲
替
相
場
に
現
は
れ
セ
I

と

謂

ふ

，
の

で
t
o
:
 

 ̂

 ̂

 ̂

•.
.
.

#

し
な
が
ら
斯
る
見
懈
核
、
ベ
シ
デ
ィ
;-

>

セ

シ

以
.
て
誤
輝
，

U

認
む
名
所.
で
あ
劣
？
ベ >
ン̂

^
>

%

^

に
於
い.
弋
^
 

價
値
は
存
治
す
る
も
の
セ
^

い̂

人
ネ
が
以
て
貨
幣
價
値
と
名
肘
け
る
ち
の
讨
ノ
物
價
^

映
像
ゅ
過
ぎ
な
^
^

で
あ
名
。
：®

 ̂

も
读
人
も
^

貨
獬
观
载
め
傲
滿
忆
ょ
カ
侧
檟
が
騰
貴
す
る
^

と
箅
ふ
ク
而
し
て
そ
れ
が
^
宛
名
國
民
經
濟
上
办
諸
問
題
の
透
徹
む
た
解 

明
な
る
か
の
洳
く
に
聞
立
る
妙
れ
ど
^

、，：興
實
貨
幣
價
値
の
低
落
は
、.

#
^

騰
貴
0

映
像
以
外
め
何
も
の.
セ
尨
な
い
。
例
べ
^
!

人
は
、 

「

水
嵩
が
靖
ー̂

蕩
が
览
べ
為
る
し
と
謳
ふ
が
;.
'-
'『

物
摞
櫳
賫
七
て
、貨
幣
價
値
低
落
す.
る
；¥

吞

ふ

生

張

は
-'
;
>
さ

ぅ

も

た

詩

的

意

義

を

乙

か
 

も
炎
ぬ
念
で
あ
る
？
，'
.
;“

：
：.
：
：
-■V 

V-
 

 ̂

 ̂

リ
ヤ..
':”
 

.:

'

h
 

:;
■.
要
す
名
に
、.
貨
幣
に
對
し
て
本
源
的
價
値
判
斷
が.
下
さ
れ
る
ふ
云
ふ
の
，
.
は
、
金
屬
論
者
の
見
解
で
あ
る
。
金
屬
論
蕃
は
、
貨
幣
を
以 

て
、
交
換
財
と
し
て
機
馏
す
；
價
値
あ
る
商
品
泛
認
沁
る
杧
反
：し
文
丨
：|

說
の
生
張
者
：̂:
,

價
値
單
位
が
實
體
で
は
：な
く

>

名

_

で 

あ
る
こ
と
を
强
調
す
る
。
從
つ
て
貨
幣
價
値
の.
問
題
は
、
對
象
の
'な
い
も
の
と
な
る
の
で
あ
る
o (

11〕

(

11)
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 .B
en

d
ixe.n
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a
s
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'̂ti'o
n
sp

ro
b
le

 日
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9
1
7
, 

S，
1
5
-2

0
.

*

買
カ
平
僩
說
が
、
<<

ン
：デ
^

>

康
ン
に
よ
つ
て
否
宛
さ
る
ベ
き
こ
と
は
、
前
：に
指
摘
し
た
彼
の
物
價
と
爲
替
の
關
係
か
ら
し
て
も 

明
か
で
あ
る
が

、
M

に
購
賀
カ
平
憤
說
は
貨
幣
の.
本

源

的

憤

値

を

容

認

す

る

も

の

で

あ

り

、
そ
れ
が
金
：馬
、壬
義
理
論
.で

あ

る

と

す
れ
ば
、 

洛
相
論
者
た
名
べ
V
ン
デ
ィ
ク
セ.
ン
に
よ.<

?

て
金
W

的
批
判
を
受
け
ざ
る
を
得
ぬ
こ
と
は
、
蔻
し
當
然
の
次
第
で
あ
る
。
彼
の
カ
ッ
セ
ル 

べ
ン
デ
ィ
ク
'
セ>

及
が
亍
ル
、ご
タ
ア
め
爲
潜
理_
論_ 

£
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 ゝ

M 

l

'爲

替

相

場

め

養

醫
“

r- 
.'/
:-: 

.- >
■•
- 

,

;
 

— 
....

V

ベ
多
ネ
ク
セ
>

s

い
で
、.I

タ
2

考

響

る
^

启

吾

渰

次

に
.
試
み
f

凄
 

,
. 

- 

..

:

遷
理
籲
に
關
％

み
れ
ば
、

エ
ル
シ-

.
 

そ

れ

は

結

局

、

彼

の

.
貨

幣

本

質

觀

か

ら

出
 

摩

る
1

な
の
f

咚
。
S

I

シ
f

f

に
對
す
る
參
加
可f

茗

る

。.命
し
て
そ
れ
自f

 
f

も
i

f

 
I

f

 

|
ぁ
$

.

.勿
論
こ
水
嘗
國
馨
に
就
い
て
：言
つI

I

と

で

ぁ

衾
>

1

そ
れ
I

 
く

外

國

貨

幣

一

口

ひ

得

る

こ

と

で

ぁ

る

力
t

省

々

篇
f

す
る
看
相
费
2

|

杧
上
|

の
I

突

塵

免

せ
I

s

l

t

l

f

ば
、彼
は 

之
を
如
何
|

朔

士
I

す
る
か
？
'

茲
に
彼
は
，自
國
貨
幣
弇
阈
I

I

間

に
震
的
I

I

め
よ
S

 

•J
P

ち
彼
に
と
っ
て
は
、
國
內
貨
幣
は
財
貨
で
は
な
く
、
評
價
を
受
け
ぬ
の
で
あ
る
が
、
外
國
貨
幣
に
.就
い
で
は
さ
う
で
な
い
o

元
來 

外
國
か
ら
商
品
を
I

れ
よ
1

す
t

の
は
、
，外
國
め
社
會
的
生
產
物
I

與
し
ょ
々
と

すI

でt

外
國
の
支
拂
手
段
を
獲
な
け
れ
ば
熔
ぢ
ぬ
ヤ
勿
乾
カ
ヒ
獲
石
に
は
、
他
：の
：諸
商
品
と
同
欉
咛
»

邴
貨
幣
で
之
を
* -
*

は
，ね
に
な
ら
％
 

に
於
い.
て
、
：外
國
貨
幣
は
憤
値
を
有.
つ
，の.
で
お
る
。.
' 
他
の
諸
商
ロ i

と
同
様
に
自
己
の
慎
格
を
有
し
，、
而
し
て
寶
買
さ
れ
る
の
で
あ 

る
？
外
國
貨
幣
は
價
楮
%-

有
っ
亡
と
に
本
り
>
. .

全

國

民

經

濟

内

に

於

ぃ

，で
、
經
舞
財

と

同

等

办

地

位

^

立
っ
'の
で.
ぁ
る
が
、：
專
門
經
濟

擧
渚Q

中

に

も

、
國

內

貨

齡

は

財

貨

の

性

質

を

：有

た

：，ぬ
に
對

.
し
て
、
：外
國
貨
幣
に
對
し_
て
之
を
：認
め
る

(

の
は
矛»

だ
と
、
；考
.へ
る
衮
が

あ
る
。

.--
' 
.

•

'.-

:

■:
: 

>
:
'. 

■

:

ン

■ 

:

“
之
そ
要
す
夂
忆
,

國
，內

货

激.̂
外
國
貨
幣
：必
の
間
に
は

r

理
論
卜
：全
く
相
違
し
た
本
質
が
存
ず

■る
の
：で
あ
：る
。
即
ち
、
：
前
者
は
社
會 

的
在
適
物
に
對
す
る
參
洳
可
能
性
で
ぁ
る
の
せ
、
.後
箸
は
他
の
す
べ
.て
の
經
濟
財
と
同
じ

V

財
貨
'で
あ•
る
。.

又
前
奢
は
何
等
-の
價
値
及 

方
價
淑*1
:

请
し
'て
居
ら
ぬ'
が
、
後
者
は
他
の
經
濟
財
：と
同
様
の
價
値
及
び
憤
格
を
有
し
て
ゐ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
外
國
貨
幣
の
有
す
る 

價
格
は
、
他
の
裏
濟
財
9

場
合
士
同
慷
で
、
.從
^

て
他
の.
價
格
と
相
互.依_

の
關
係.
に
立
っ
も
の
で
ぁ
る
0 (

I
V

; :

..
ハi
 

p
a
s
s
t
e
r
r
p
i
e 

s
e
e
9
:d

 
及 G

&
e
s
,1

9
2
0
,.s

し

'
 
.

、
，
'
 

.

.

:

•'
:
.

'

/
I

I

:

■:
:

、.
;

: .:
 
V

 
'

■:
■:'

.

- 

'
,,, 

. :

;
:,
. 

へ

.

..
' :

:
.

■
■'
:■--

.

:

'

外
國
貨
幣
は
値
格
を
有
す
る
と
S

ふ
こ
と
は
、
之
を
言
ひ
方
を
換
へ
る
と
、

一
國
貨
幣
は
外
國
貨
幣
を
以
て
表
現
さ
れ
た
慣
^
を
有 

つ
こ
と
で
あ
つ
て
？
こ
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言
ふ
こ
と
で
あ
る
。
惟
ふ
に
斯
る
相
違
は
、
根
本
的
に
は
、彼
等
の
貨
幣
本
質
觀
の
義
に
存
す

る

と

、

言
ひ
得
ょ
う
と
思
は 

れ
る
。
即
ち
ク
ナ
ッ
ブ
及
び

H

ル
シ
ユ
タ
ア
は
貨
幣
經
濟
を
以
て
一
個
の
支
拂
共
同
體
と
觀
、
ベ
ン
デ
ィ
ク
セ
ン
は
之

I

產
消
費
共 

同
體
と
考
へ
て
ゐ
る
に
反
し
て
、
ラ
ン
ス
ブ
ル
タ
は
之
を
交
換
經
濟
と
認
め
な
が
ら
、
而
も
等
し
く
票
象
說
に
到
達
し
た
の
で
I

O

茲
に
彼
等
の
爲
替
理
論Q

岐
れ
る
所
以
が
存
す
る
の
で
な
い
か
と
考
へ
ら
れ
る
の
で
I

が
、
此
問
題
は
吾
々
が
次
に
試
み
ょ
う
と
す

る
課
題
で
あ
る
。
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